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公益社団法人 日本地すべり学会東北支部 平成 30 年度シンポジウム 

「高 精 度 地 形 デ ー タ の 地 す べ り 調 査 で の 活 用 と 方 向 性」 

 

【趣旨】 

 20 世紀の世紀末、地形計測技術に革命が起こった。航空機搭載型レーザー地表計測システム

（LiDAR：Light Detection and Ranging）が日本にも導入され航空測量各社で運用が始められ

た。以来、国土交通省による一級河川流域での LiDAR 計測が進められ、火山砂防の分野や地すべ

り対策分野においても高精度の地形計測が行われてきた。その結果、5m グリッドの地形情報が整

備･無料提供され、GIS の活用で個人レベルでもさまざまなスケール、さまざまな表現法で地表形

態を細密に表現出来るようになった。当然、地表の乱れを引き起こす地すべり現象の解明や対策に

従事する本学会員にとって、これらのデータは現状把握あるいは異なる時期間での変位･移動過程

までを知る強力な武器を得たことになる。 

 本シンポジウムでは、この地形計測技術のブレーク・スルーがこの 20 年間にいかなる成果をも

たらし、今後どのように展開･発展するかについて議論していきたい。 

 

【キーワード】 

 地すべり地形 LiDAR UAV DSM データ DEM データ 地形解析 地すべり調査 

 

【講演目次】        (資料参照ページ) 

 ○基調講演 （14:05～15:20） 

   「国土地理院の地形計測－これまでとこれからー」  (p1-63) 

宇根寛氏（国土地理院 地理地殻活動センター長） 

 

       （15:20～15:30） ～ 休憩 ～ 

 

○講演 （15:30～15:45） 

  「地形図革命をいかに生き残るか！」   (p64) 

八木浩司氏（山形大学 地域教育文化学部教授） 

       （15:45～16:10） 

       「航空レーザ測量を活用した斜面変動の調査と対策」 (p65-82) 

大粒来茂樹氏（国際航業株式会社 東北支社主任） 

     （16:10～16:35） 

       「UAV 空撮による高分解能 DSM データの地すべり調査での活用事例」 

         (p83-94) 

   土佐信一氏（国土防災技術株式会社 技術本部 第二技術開発センター長） 

 

 ○総合討論 （16:35～17:30） 司会(コーディネーター)：八木浩司氏 池田浩二氏 

   話題提供：「DEM データの活用事例」 池田浩二氏 

（株式会社東北開発コンサルタント）



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and TourismGeospatial Information Authority of Japan

2

- 1 -



3

4

- 2 -



5

6

- 3 -



7

8

- 4 -



- 5 -



12

- 6 -



13

14

- 7 -



15

16

- 8 -



17

18

- 9 -



19

20

- 10 -



21

22

- 11 -



23

- 12 -



- 13 -



DEM

0.2 5m0.2 5m

1.0m 
0 30.3m 

0.2 5m 2m
1 2 

25 

- 14 -



- 15 -



- 16 -



34

- 17 -



- 18 -



- 19 -



- 20 -



- 21 -



- 22 -



- 23 -



- 24 -



- 25 -



- 26 -



- 27 -



- 28 -



- 29 -



- 30 -



- 31 -



- 32 -



- 33 -



- 34 -



- 35 -



- 36 -



- 37 -



- 38 -



78
- 39 -



79

- 40 -



- 41 -



83

- 42 -



85

- 43 -



- 44 -



- 45 -



- 46 -



- 47 -



- 48 -



- 49 -



- 50 -



- 51 -



- 52 -



- 53 -



- 54 -



- 55 -



2008

SARSAR

Analysis by GSI from ALOS raw data of JAXA, METI

2007
SAR

- 56 -



2008

- 57 -



- 58 -



- 59 -



119

120

- 60 -



121

122

- 61 -



123

124

- 62 -



125

- 63 -



地形図革命を如何に生き残るか？ 

八木浩司(山形大学) 

 

１． はじめに 

 20世紀の世紀末，2000年12月日本地すべり学会

の国交省からの受託業務委員会が，南浦和の国土防

災技術(株)技術本部で開催された後，当時の同社技

術本部長･山崎孝成氏からおもしろいものがあるの

で見て行きませんかと呼び止められた．丁度，朝日

航洋(株)のスタッフが技術展示のため同社に来られ

ていた．見せられたのは，三宅島の火山活動とその

後の浸食で形成された地形を航空レーザー測量で捉

えた地形図（ALMAP）であった．縮尺 1/3000 程度

であったかと思うが，それまで見ていた大縮尺地図

とは全く異なる，地形変換線が明瞭に表現されたも

のをみて，一瞬で「空中写真判読が不要になると！」

周りの人に言ったことを今でも鮮明に覚えている．

それが筆者とLiDAR（レーザー・スキャナー）マッ

プとの出会いであった．早速そのことを居合わせた

故吉松弘之氏（砂防地すべり技術センター）に話す

と，共同研究をやらないかとのお話しを頂いた． 

 

２． 口坂本地すべり 

 LiDAR・DEM データをどこでどう使うかという

ことで選んだのが静岡県の口坂本地すべりであった．

まず 2m グリッド DEM を使って地形図を作って見

ることになり，GISの名手，内山庄一郎氏（現･防災

科学技術研究所）にお願いして等高線図と陰影図を

作成していただいた．出来上がった地形図を使って

空中写真判読を行い地すべり･斜面地形分類図を作

成した．従来の空中写真から作成された大縮尺図の

多くは，10m コンター図を内挿して 2m 間隔の等高

線が引かれたものであったことから，微地形表現が

曖昧で，遷急線がはっきり表現されておらず，空中

写真で読み取られた比高 1-2m の小崖や遷急線を地

形図上に記載することさえ勘に頼る状況であった． 

 LiDAR マップでは，比高数mの段差や幅数mの

開口や隆起部が捉えることが出来ることから，空中

写真判読の 3D イメージそのものが地形図上に表現

されており，それらの位置や段差の程度を地形図上

で確認しながら，精細な地形分類図を作成可能なこ

とが明らかとなった．また，林地内でも植林地であ

れば飛行コースを工夫すれば DTM データ取得可能

であることも明らかとなり，地すべり等の斜面変動

の把握に極めて優れてツールであることを改めて確

認した．遷急線が把握可能なことは，最新の崩壊発

生場の把握にも有効であることが示唆され，その後

の集中豪雨地形災害研究に繋がっていった．到達不

能な高山帯稜線部の重力性山体変形に対して，

LiDAR データを用いて大井川上流の赤崩において

変形量把握が行われたのもこの頃からである． 

 

３． 地震地すべりや地すべり災害での活用 

 21世紀に入り連続した2004年新潟中越地震，2005

年パキスタン北部地震，2008年岩手宮城内陸地震の

斜面変形被害把握や 2009 年山形県の七五三掛地す

べりにおいて LiDAR データは本格的な活用段階に

入った．10mコンター等高線図から作成された10m

グリッドDEMとの差分や，複数期のLiDARデータ

から差分を取ることで変位量を広域で把握すること

も可能になった．差分をとることで森林の更新を知

るツールとしても白神山地の世界遺産管理で活用さ

れ始めたのはこの頃である． 

 

4．3D画像の作成や陰影図・傾斜量分布図との重ね

合わせによる地形把握や地形変化予測 

 国土交通省による10mグリッドや特に5mグリッ

ドでのDEM整備は，GIS・地図ソフトを用いて個人

レベルで精密地形図をさまざまな表現法での作成を

可能としている．アナグリフによる３D画像表現や，

陰影図と傾斜量分布図，さらには地下開口度分布図

を重ね合わせたりすることで，活断層の判読，斜面

形状判定や緩傾斜面の抽出にも応用され，斜面変動

サスセプティビリティマップ作成への活用も行われ

つつある．まさに，21世紀は地形図作成技術のブレ

ークスルーがさまざまな地盤災害把握技術にイノベ

ーションを引き越し続けている． 
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 ■ 編集・発行 

  公益社団法人日本地すべり学会東北支部 

  https://japan.landslide-soc.org/branch/tohoku/ 

 ■ 発行日 

  平成 30（2018）年 4 月 16 日 

 ■ 日時 

  平成 30 年 4 月 16 日（月） 14:00～17:30 
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  (公社)日本地すべり学会, 3.25 時間（認定番号：JLS048） 
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